
　      コミュニケーションの是非は、 
　      受け取る側が決める

　上司と部下とのコミュニケーションには、当事者

間でギャップがあり得ます。

　下記データからは、上司は褒めていると思ってい

ても、部下は褒めてもらっていないと感じている場

合があることが分かります。こういう場合は、部下

の言い分が優先されることになるでしょう。なぜな

ら、コミュニケーションは受け取る側が決めるから

です。コミュニケーションは、こちら側が選択でき

ないという要素を持っています。

　そして、コミュニケーションは、近しい関係の方

が難しい。友達は気が合う人を選ぶことができます

が、上司は選べない、部下は選べない。親は選べな

い、子は選べない。人は近しければ近しいほど、選

択できない関係性の中で生きているからです。

　      まずは、部下との間に 
　      ストローク飢餓を起こさない

　「ストローク実験」という実験があります。猿の

赤ちゃんを３匹用意します。最初の赤ちゃんは母さ

ん猿と一緒に檻
おりかご

籠に入れます。次は赤ちゃんだけを

檻籠に入れますが、母さん猿が１日に１回出入りを

します。最後はその赤ちゃん猿のみ。母さん猿との

接触は一切ありません。さあ、それぞれどうなった

と思いますか？

　最初の赤ちゃんは、一定期間経った後、猿山に戻

してやると、普通に戻っていきました。２番目の猿

も、一定期間経った後、猿山に戻してやると戻って

はいったのですが、その後問題児猿になりました。

問題は３番目。実はその実験においては、実験開始

後２日で赤ちゃんは亡くなります。死後、解剖をす

ると、脳の中にスが入っている状態、つまり空洞が

散見されたそうです。すなわち、心の傷は脳の傷に

なる。人は、否、動物はストロークなしには生きて

はいけないということが明らかになる実験でした。

　      ストロークは貯めない、 
　      小出しにしよう

　ストローク（刺激）は、水にたとえるとわかり

やすいかもしれません。どんなにおいしい水があっ

ても、喉が渇いていなければ、これを飲もうとは

思いません。しかし、餓死寸前で喉が渇いている

のに飲むものがなかったら、ドブ川の水でも飲ま

ざるを得ません。これが人が喧嘩をするメカニズ

ムのひとつです。カビの生

えたパンにたとえてもいい。

そんなものでもお腹を満た

そうとするのです。

　コミュニケーションは長さ

ではなく頻度です。１時間の

商談を１回するよりは、１０

分の商談を６回積み重ねる方

が、お客様との信頼関係は形

成されやすくなります。同様

に、月に１度、部下と飲ミュ

ニケーションで３時間、酒を

注ぎ合いながら愚痴を言い

合ってもいいのですが、接触

は１回です。それよりは１分

でいいから毎日部下に声をか

けることの方が、部下からす

れば、「上司とコミュニケー

大切にしたい接触頻度
あなたは１日に何度、部下に声をかけていますか？

部下育成にさらに自信がつく12カ月

あなたは、部下とうまくコミュニケーションをとれ
ているだろうか。その質問に「はい」と答えられた
として、果たしてあなたの部下も同じように答える
だろうか。独りよがりに陥ることなく、部下と理想
的な関係を築くためのヒントを探る。
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ションがとれている」という気持ちになるものです。

　中には「直行・直帰が多くて、部下の顔を見る機

会も少ない」という場合もあるでしょうが、「お疲れ」

と書いた付箋を机に貼っておくことでも、それはス

トロークになり得ます。

　      部下に興味・関心を持とう

　そもそも、あなたは、あなたの部下の好きな色を、

好きな食べ物を、好きな本を知っていますか？　そ

れさえ知らずして、部下と人間関係を構築しような

どと思っているのだとすれば、順番が違います。大

切なのは、若かりし頃、好きな人のことをもっと知

りたいと思った、そんな気持ちです。下の診断で、

自分の部下に対する関心度をご確認あれ。
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